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今
年
10
月
に
10
周
年
を
迎
え
る「
み
ゆ
き
よ
り
み
ち

か
ふ
ぇ（
平
大
認
知
症
カ
フ
ェ
）」は
、大
学
と
御
幸
町

住
民
が
と
も
に
育
て
て
き
た
取
り
組
み
で
す
。前
身
と

な
る
福
山
市
新
市
町
の「
ガ
ー
デ
ン
カ
フ
ェ
」は

2
0
1
4
年
、本
学
教
員
と
そ
の
ゼ
ミ
学
生
が
中
心
と

な
り
、社
会
福
祉
法
人
・
医
療
機
関
・
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
専
門
職
が
主
体
と
な
っ
て
始
ま
り
ま

し
た
。誰
も
が
安
心
し
て
集
え
る
場
づ
く
り
を
、大
学

が
間
に
入
り
、進
め
て
き
た
こ
と
が
活
動
の
基
盤
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
経
験
を
生
か
し
、2
0
1
6
年
に
大
学
を
会
場

と
し
た
認
知
症
カ
フ
ェ
み
ゆ
き
よ
り
み
ち
か
ふ
ぇ
が
ス

タ
ー
ト
。開
か
れ
た
大
学
と
い
う
場
に
、自
治
会
や
住

民
、介
護
事
業
所
、専
門
職
、学
生
が
自
然
に
集
ま
り
、

認
知
症
に
つ
い
て
学
び
語
り
合
う
場
と
し
て
発
展
し
て

き
ま
し
た
。教
員
は
専
門
性
を
提
供
し
、学
生
は
運
営

を
通
し
て
地
域
と
つ
な
が
る
な
ど
、大
学
が〝
地
域
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
〞と
し
て
役
割
を
果
た
し
て
き
た

こ
と
が
、こ
の
10
年
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
第
1
回（
5
月
23
日
）は
、開
設
当
初
か
ら

続
く
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
実
施
し
、キ
ャ

ラ
バ
ン
メ
イ
ト
の
進
行
で
住
民
・
学
生
・
専
門
職
が
認

知
症
に
つ
い
て
学
び
語
り
合
う
場
と
な
り
ま
し
た
。大

学
が
地
域
と
と
も
に
歩
ん
で
き
た
10
年
を
胸
に
、学
び

と
支
え
合
い
の
場
を
育
ん
で
い
き
ま
す
。

みゆきよりみちかふぇ（平大認知症カフェ）10周年のあゆみ
福祉学科

教授　中司 登志美　　講師　下田 旭美

　

保
健
師
課
程
の
学
生
は
、３
年
次
前
期
に
公
衆
衛
生
看

護
技
術
論
を
履
修
し
ま
す
。本
演
習
の
地
区
踏
査
の
演
習

（
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
）で
は
、学
生
が
事
前
に
調
べ
た
内
容

を
基
に
、実
際
に
福
山
市
内
を
歩
き
、地
域
の
歴
史
や
文

化
、生
活
環
境
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。地
域
に
は
長
い
歴
史
や
人
々
の
暮
ら
し
の
積
み
重
ね
が

あ
る
こ
と
を
学
ぶ
様
子
が
み
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、道
路
や

住
宅
、公
共
施
設
、公
園
の
配
置
だ
け
で
な
く
、人
の
流
れ
や

地
域
住
民
の
交
流
の
様
子
に
も
目
を
向
け
る
こ
と
が
で
き

て
い
ま
し
た
。さ
ら
に
、子
育
て
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

見
学
や
、こ
ど
も
・
若
者
世
代
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
、地
域
に
は
世
代
に
応
じ
た
支
援
や
交
流
の
場

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。実
際
に
地
域
を

歩
き
、現
地
を
訪
れ
る
こ
と
で
、地
図
や
資
料
だ
け
で
は
把

握
し
に
く
い
地
域
特
性
や
生
活
の
様
子
を
体
感
的
に
捉
え

る
こ
と
が
で
き
、地
域
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
つ
な
が
る
学
習
と

な
り
ま
し
た
。今
回
の
演
習
を
通
し
て
、地
域
を
多
面
的
に

理
解
し
、住
民
の
生
活
背
景
や
健
康
課
題
を
考
え
な
が
ら

支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
視
点
の
大
切
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
様
で
す
。

地域を歩き、地域を学ぶ－福山市における地区踏査演習－看護学科 教授　齋藤 公彦

　

こ
ど
も
学
科
で
は
、4
月
下
旬
か
ら
5
月
上
旬
に

か
け
て
、加
茂
小
学
校
と
御
幸
小
学
校
の
4
年
生
を

招
い
た
大
学
遠
足
が
あ
り
ま
し
た
。大
学
遠
足
は
初

等
外
国
語
の
授
業
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
ど
も
学
科
で
小
学
校
教
諭
を
目
指
し
て
い
る
2
・

3
・
4
年
生
が
協
力
し
合
い
な
が
ら
、小
学
生
へ
大
学

見
学
や
英
語
の
授
業
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

前
半
で
は
2
・
3
年
生
が
中
心
と
な
り
、小
学
生
を

大
学
の
図
書
館
や
教
室
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
へ
案

内
し
ま
し
た
。後
半
で
は
4
年
生
が
中
心
と
な
り
、自

分
た
ち
で
考
え
た
英
語
の
授
業
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

大
学
見
学
で
は
、大
学
の
教
室
に
あ
る
マ
イ
ク
を

実
際
に
使
っ
て
み
せ
た
り
、ス
ク
リ
ー
ン
を
動
か
し
た

り
し
て
、小
学
校
と
は
違
っ
た
大
学
の
設
備
を
紹
介

し
ま
し
た
。

英
語
の
授
業
は
2
種
類
用
意
さ
れ
、ク
ラ
ス
ご
と
に

「
名
探
偵
コ
ナ
ン 

ア
ガ
サ
博
士
か
ら
の
挑
戦
状
」「
た

ま
ご
戦
士
か
ら
の
お
ね
が
い
」を
テ
ー
マ
と
し
た
授
業

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。指
導
案
な
ど
は
、昨
年
小
学
校

実
習
を
経
験
し
た
4
年
生
が
1
ヶ
月
前
か
ら
準
備
を

始
め
、当
日
も
ス
ム
ー
ズ
な
授
業
運
営
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。参
加
し
た
小
学
生
た
ち
は
目
を
生
き
生

き
と
さ
せ
、友
達
と
協
力
し
て
授
業
を
受
け
て
い
ま

し
た
。

こども学科の学生が企画・運営
近隣小学生を招いた大学遠足

こども学科
3年　黒田 奈保実

　

私
は
将
来
、高
校
保
健
体
育
科
教
員
を
目
指

し
て
お
り
、採
用
試
験
の
現
役
合
格
を
目
標
と

し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

大
学
入
学
後
は
、3
年
次
で
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
受

験
突
破
を
目
標
に
掲
げ
、2
年
次
の
秋
か
ら
本

格
的
に
試
験
勉
強
を
開
始
し
ま
し
た
。1
日
最

低
2
時
間
の
学
習
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、大

学
で
実
施
さ
れ
る
教
師
塾
に
も
積
極
的
に
参
加

し
ま
し
た
。そ
の
結
果
、3
年
次
に
受
験
し
た
広

島
県
教
員
採
用
試
験
で
は
一
次
試
験
に
合
格
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。現
在
は
、広
島
県
以
外

の
採
用
試
験
対
策
に
加
え
、二
次
試
験
に
向
け

て
面
接
・
実
技
・
模
擬
授
業
の
練
習
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、私
は「
教
員
に
な
る
こ
と
」が
ゴ
ー
ル
で

は
な
く
、「
教
員
に
な
っ
て
か
ら
ど
の
よ
う
に
成

長
し
続
け
る
か
」が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。そ
の
た
め
、近
隣
学
校
で
の
授
業
見
学
や
部

活
動
指
導
の
機
会
を
大
切
に
し
、実
践
的
な
学

び
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、学
生
リ
ー
ダ
ー
や
所
属
し
て
い

る
軟
式
野
球
部
の
主
将
な
ど
を
務
め
、そ
の
経

験
を
通
し
て
、人
を
ま
と
め
る
た
め
に
必
要
な
行

動
力
や
責
任
感
、周
囲
を
支
え
る
姿
勢
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、教
員
採
用
試
験
の
現
役
合
格
を
目

指
す
と
と
も
に
、生
徒
の
挑
戦
を
後
押
し
で
き
る

教
員
に
な
れ
る
よ
う
、努
力
を
続
け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

高校保健体育科教員を目指して
̶チャレンジ受験突破とこれからの目標̶

健康スポーツ科学科

4年　成清 拓夢

　

先
日
発
表
さ
れ
た
2
0
2
5
年
国
勢
調
査
の
速
報
で
は
、東
京
都
と
沖

縄
県
以
外
の
45
道
府
県
で
人
口
が
減
少
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。広
島

県
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、福
山
市
を
始
め
と
す
る
備
後
地
域
の
市
町
村
で

も
軒
並
み
人
口
が
減
少
し
て
お
り
、今
後
の
地
域
社
会
・
経
済
の
衰
退
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。こ
う
し
た
地
域
の
衰
退
を
食
い
止
め
、地
域
を
存
続
さ
せ
る

た
め
に
は
人
任
せ
で
は
な
く
、自
分
た
ち
の
地
域
の
未
来
は
、そ
の
地
域
の
人

た
ち
自
身
が
主
体
的
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
考
え
に
基
づ
い
て
、昨
秋
か
ら
毎
月
1
回
、JR
神
辺
駅
の
近
く

に
あ
る
大
学
の
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス『
神
な
備
』に
て
、「
新
廉
塾
」を
開

催
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、地
域
の
未
来
を
自
分
た
ち
の
課
題
と
し
て
捉
え
、

そ
の
解
決
策
を
自
分
た
ち
で
考
え
る
場
で
あ
り
、毎
回
、参
加
者
の
方
々
と

意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
勉
強
会
で
す
。こ
の「
新
廉
塾
」と
い
う
名
称
は
、江

戸
時
代
の
儒
学
者
、菅
茶
山
先
生
が
神
辺
の
地
に
開
い
た「
廉
塾
」に
因
ん
だ

も
の
で
す
。「
廉
塾
」に
お
け
る
茶
山
先
生
の
教
育
に
よ
っ
て
、当
時
の
人
心
が

鎮
ま
り
、民
意
が
向
上
し
た
こ
と
に
あ
や
か
り
た
い
と
命
名
し
ま
し
た
。

　
「
新
廉
塾
」は
、ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
お
気
軽

に
お
越
し
下
さ
い
。

地域勉強会「新廉塾」のお誘い
経営学科

教授　小川　長

昔のみゆきよりみちかふぇ

10年目のみゆきよりみちかふぇ

会場風景
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Miyuki Letter 4

　令和8年5月21日にキャンパスマ
ナー向上を図り、学友会・学科・サーク
ル・教職員総勢50人が協力し学内美
化に努めました。

　5月15日に学長杯争奪競
技大会が開催されました。
　ソフトボール9チーム、ソフ
トバレーボール8チームの参
加があり学生・教職員の熱き
戦いが繰り広げられました。
（大会関係者約230名）

　4月4日（土）、在学生の司会進行の
もと、令和8年度入学式を挙行し、多く
の新入生を迎えました。
　式典では冨士学長より、学びへの挑
戦を力強く後押しするメッセージが述
べられ、続いて入学生総代が宣誓文を
朗読しました。
　教職員・在学生一同、皆さんの門出を心より歓迎いたします。

令和8年度 入学式

学長杯争奪競技大会報告

令和8年度 マナー向上キャンペーン実施

ソフトボール

準優勝　健康スポーツ科学科B
優　勝　健康スポーツ科学科A

競技の結果
ソフトバレーボール

準優勝　こども学科
優　勝　健康スポーツ科学科



■テーマ 知る喜び、学ぶ楽しさを共有する
■日時 全5回（8月27日・9月3日・10日・17日・24日）

18：30～19：30
■会場 福山平成大学　7号館大講義室
■受講対象者及び定員 一般市民　250名
■受講料 無料
■問い合わせ先 庶務課

職 名
教　授
准教授
講　師
教　授
講　師
教　授
講　師
助　教

氏 　 名
市 瀬  信 子
兒 子  正 治
下 田  旭 美
田 中  宏 和
浦 　  佑 大
古 川  秀 敏
福田 久仁子
榊  美 穂 子

研 究 種 目
基盤研究（C）
若 手 研 究
基盤研究（C）
基盤研究（C）
基盤研究（C）
若 手 研 究
基盤研究（C）
基盤研究（C）

研 究 課 題 名 研 究 期 間 交付金額
清代前半期の杭州詩壇を基盤として見る袁枚の文学活動とその詩観に関する研究
ベトナム、インドネシア、タイ（ASEAN地域）、日本のZ世代IT人材の労働価値観分析
海外展開する高専教育モデルの学修成果に関する研究－タイの事例を中心に－
学校現場における児童・生徒が有する著作権の保護の在り方
フットボール文化を基盤とした状況判断のメカニズム解明－日本とスペインとの比較検討－
認知症をもつ人の介護者のメンタルヘルスへのソーシャルキャピタルの影響と介入開発
精神科病院における虐待相談の体制に関するガイドライン開発と展開
地域包括ケア病棟における退院支援モデルの構築

令和6年度～令和  8年度
令和7年度～令和10年度
令和7年度～令和10年度
令和6年度～令和  9年度
令和8年度～令和12年度
令和8年度～令和11年度
令和8年度～令和12年度
令和8年度～令和12年度

3,380,000円 
4,810,000円 
4,680,000円 
2,340,000円 
2,800,000円 
3,400,000円 
3,300,000円 
3,400,000円 

所 属
経 営 学 部
経 営 学 部
福祉健康学部
福祉健康学部
福祉健康学部
看 護 学 部
看 護 学 部
看 護 学 部

令和8年度　科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）採択一覧

令和8年度

第2回 9月  3日 自ら命を守る力を育てる防災学習～情報を活用し、命をつなぐ判断を～ 藤江 浩子 講　師こども学科

第3回 9月10日 家族も施設もラクになる－介護テクノロジーが実現するやさしいケア－ 大塚 和美 助　教福祉学科

第4回 9月17日 保健医療の現状 齋藤 公彦 教　授看護学科

第5回 9月24日 体育・スポーツで育つ力－身体を通して学ぶ楽しさ－ 阿部 直紀 講　師健康スポーツ科学科

■ 福 山 平 成 大 学 公 開 講 座 ■

地域の底力復活のためのマネジメント 小川　 長 教　授経営学科第1回 8月27日
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ソフトテニス部

4/29～5/3

第48回中国学生ソフトテニスリーグ戦大会
第70回中国学生ソフトテニス優勝大会
第28回中国学生ソフトテニスシングルス選手権大会

島根県立浜山公園テニスコート

全日本大学ソフトテニス王座決定戦に出場　

男子団体
女子団体
男子ダブルス
女子ダブルス
男子シングルス
女子シングルス

優　勝
優　勝
優　勝
優　勝
第3位
優　勝

杉本（健スポ3）・　武山（健スポ2）
福地（健スポ2）・　正岡（こども2）
定中（経営1）
正岡（こども2）

優勝者は第95回日本学生陸上競技対校選手権大会に出場

陸上競技部

5/15～5/17
第80回中国四国学生陸上競技対校選手権大会

広島広域公園陸上競技場
男子　110mH
男子　5000mW
女子　1500ｍ
女子　棒高跳

第3位
第2位
第1位
第1位

村上　大心（健スポ3）
池田　健人（大学院2）
井上　菜名（健スポ2）
森迫　菜羽（健スポ3）

令和8年度 サ ー ク ル 活 動 記 録 2026/5/25現在
男子バレーボール部

4/18～5/17第103回中国大学バレーボールリーグ戦春季大会 広島大学体育館 他 優　勝
5/23～5/25第70回中国四国学生バレーボール選手権大会 岡山大学第2体育館 他 優　勝

軟式野球部
3/25～5/9第31回中国地区大学軟式野球連盟春季リーグ戦 福山市民球場 他 優　勝 第6回全日本大学軟式野球選抜大会出場
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〒720-0001 広島県福山市御幸町上岩成正戸117-1
TEL 084-972-5001（代表） FAX 084-972-7771 https://www.heisei-u.ac.jp/

福 山平成大学

福山平成大学広報委員会（学報作成部会）編　集

福山平成大学発　行 2026年7月20日発行日一、真理を求め、道理の実践を志向する。

二、豊かな品性と魅力ある個性を伸ばす。

三、不屈の魂を養い、紐帯性を培う。

四、生命を尊重し、自然を畏敬する心情を育くむ。

五、誠実と倫を胸に刻み、夢の実現に挑む。

御 幸 五 訓

7月19日(日)・8月22日(土)
9月  5日(土)・2027年3月13日(土)

第２回以降は下記の日程で開催いたします。

　本学では、高校生・保護者の皆さまを対象に、本学の学びや
魅力を体験していただけるオープンキャンパスを開催していま
す。当日は、学科紹介や入学者選抜制度説明をはじめ、模擬講
義・実習体験、施設見学、在学生との交流などを実施し、本学
での学びや学生生活を知っていただけるプログラムを用意し
ています。学科教員の指導のもと、学生スタッフが中心となっ
て運営しており、高校生や保護者との交流も本学の特色の一
つです。参加者アンケートでは、学生との交流に高い評価をい
ただいています。2026年度第1回オープンキャンパスは、6月
20日（土）に開催いたしました。第2回以降も引き続き開催を
予定しており、高校生・保護者の皆さまに本学の魅力を直接感
じていただける機会として実施してまいります。

OPEN CAMPUS 2026

１5年連続
９９％以上達成

確かな就職実績を達成！
就職内定率

令和７年度（２０２６年３月卒業生）の就職結果

　令和７年度の本学卒業生は238名が就職し、就職率100％を達成しました（令和８年５月１日現在）。これは
令和の時代に入って、令和３年度、令和５年度に続く成果であり、本学の高い就職実績を改めて示す結果となり
ました。
　就職先を地域別に見ると、広島県内が56.3％と最も多く、次いで中国地方（広島県を除く）が14.3％となって
います。中国地方全体では約７割を占めており、多くの卒業生が地域社会を支える人材として活躍しています。
そのほか、関東が12.2％、近畿が7.1％、四国が4.2％、九州・沖縄が3.8％、東北・北海道が1.3％、中部が0.8％
となっています。
　業種別では、医療・福祉分野が39.1％で最も多く、教育・学習支援業17.6％、卸売業・小売業10.1％、製造業
9.2％が続きました。これら４業種だけで就職者全体の76.0％を占めており、本学で培った専門性が幅広い分野
で生かされています。
　近年は少子化による若年労働人口の減少を背景に、多くの業界で人材確保が課題となっており、大学生の就
職環境は引き続き学生優位の「売手市場」が続いています。こうした状況の中でも、本学は高い就職実績を維持
しています。広島労働局の発表によると、令和８年３月末現在の広島県内大学生の就職率は96.6％で、過去最
高だった令和６年３月卒業生と同率でした。また、厚生労働省・文部科学省の公表による令和８年３月大学等卒
業者の大学生就職率は98.0％となっており、全国的にも高い水準を維持しています。
　本学は建学の精神にしたがい、「地域に貢献する人材の育成」を目指しています。そのため、学生一人ひとりの
成長を丁寧に支援しています。そこで、設置する５学科それぞれで実践的な学びを重視し、地域社会や産業界の
ニーズに応える力を育んでいます。今回の高い就職実績は、そうした教育の成果に加え、卒業生が各地域や各
業界で積み重ねてきた信頼と実績によるものでもあります。
　今後も本学は、きめ細かなキャリア支援を通じて学生の夢の実現を後押しし、「就職に強い福山平成大学」と
しての評価をさらに高めてまいります。

100％100％100％100％
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